
医療機関
がんと診断された全ての患者さんが登録対象（初発のみ）

院内がん登録 99項目 全国がん登録 26項目
国が指定したがん診療連携拠点病院など

※岐阜県では11施設で実施

都道府県がん登録室
各医療機関から得た情報を整理し
国に設置されたデータベースシステムに
オンライン入力する

院内がん登録データの提出
（毎年7月～8月）

国（国立がん研究センター）

がん対策への反映

院内がん登録 全国集計

各医療施設における
がん診療の状況

⋆
を把握する

*がん診療の状況とは…
がんの部位や種類・ステージ・治療内容・

受診経緯・生存状況など

全国がん登録 データベース

各都道府県が入力した情報を整理記録し
全都道府県のデータを国が一元管理

全国やその地域において、

「毎年どのくらいの人が新たにがんと診断されているか」
を把握する。

全国がん登録
データ

がん患者を減らす対策 早期発見に向けた対策 がん医療の評価

すべての診療所+指定を受けた診療所

罹患の把握とリスク要因の関連
これに基づく予防対策の開発と普及

各種がん検診プログラムの開発・普及と
品質管理システムの確立

がん医療に対する地域・施設較差を把握

国民
がんになる人を減らす

がんが治る人を増やす
がんになっても

安心して暮らせる社会

2016年
法制化


